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「
創
意
工
夫
で
協
力
・
支
援
体
制
の
強
化
を
」

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

森

禎

樹
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令
和
３
年
度
倶
知
安
高
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
森
で

す
。
息
子
が
２
学
年
に
在
籍
し
て

お
り
、
親
子
と
も
ど
も
皆
様
に
は

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
私
は
倶
知

安
生
ま
れ
、
俱
知
安
育
ち
で
、
平

成
５
年
度
に
本
校
を
卒
業
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
ま
で
母
校
に
関
わ

る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
度
、
名
誉
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
職
を
お
預
か
り
し
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
と
同
時
に
で
き
る
限

り
の
恩
返
し
を
し
た
い
と
決
意
を

し
て
お
り
ま
す
。
経
験
不
足
で
は

あ
り
ま
す
が
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
頂
き
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
各
種
行

事
・
事
業
が
変
更
ま
た
は
延
期
・

中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
、
学
校
祭

や
高
体
連
と
い
っ
た
高
校
生
活
の

大
き
な
思
い
出
と
な
る
貴
重
な
機

会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
非

常
に
残
念
で
す
。
ま
た
、
臨
時
休

校
や
授
業
・
部
活
動
に
お
け
る
様

々
な
制
限
は
も
と
よ
り
、
日
頃
の

生
活
様
式
の
変
化
を
強
い
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
子
供
た
ち
の
不
安
や

ス
ト
レ
ス
は
図
り
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
こ
そ
保
護
者
と
学
校
が

協
力
し
て
支
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
の
１
年
間
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
が
ほ
ぼ
行
え
ず
、
会
員
同
士

の
交
流
・
連
携
が
希
薄
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
多
く

の
事
業
の
中
止
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
工

夫
し
な
が
ら
徐
々
に
活
動
を
広
げ

て
い
き
、
生
徒
の
た
め
の
よ
り
良

い
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
開
催

さ
れ
る
各
支
部
教
育
懇
談
会
が
、

皆
様
の
ご
意
見
を
頂
く
場
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
で
も
学

校
を
通
じ
て
気
軽
に
ご
意
見
を
頂

け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
ま
た
、

各
支
部
で
の
活
動
・
交
流
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
差
し
支
え
が
な

け
れ
ば
私
を
含
め
本
部
役
員
に
も

ぜ
ひ
お
声
が
け
頂
け
る
と
可
能
な

事
開
催
で
き
、
生
徒
た
ち
の
一
体

感
と
達
成
感
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
感

じ
て
い
ま
す
。

依
然
、
校
内
に
お
け
る
マ
ス
ク

の
着
用
、
感
染
症
対
策
の
徹
底
等

生
徒
に
は
大
変
窮
屈
な
思
い
を
さ

せ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
多
く

の
不
安
と
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
ご
拝
察
い
た
し
ま

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
あ
ら
た

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
は
近
年
、
４
間
口
維
持
、

生
徒
確
保
と
い
う
大
変
厳
し
い
課

題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、
令

和
４
年
度
に
創
立

周
年
を
迎

100

え
る
歴
史
と
伝
統
あ
る
羊
蹄
山
麓

の
中
心
校
と
し
て
の
存
在
意
義
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
め
、
生
徒
・

保
護
者
・
地
域
の
期
待
や
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
信
頼
さ
れ
る
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
に
尚
一
層
推
進
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
」
の
視
点
に
立
ち
、

主
体
的
に
活
動
で
き
る
態
度
及
び

相
手
を
思
い
や
る
心
の
育
成
、
自

己
有
用
感
・
自
己
肯
定
感
が
得
ら

れ
、
一
人
ひ
と
り
の
夢
が
叶
え
ら

れ
る
学
校
を
目
指
し
、
教
育
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
あ
る
雑
誌
を

読
ん
で
気
に
な
っ
た
言
葉
を
こ
こ

で
紹
介
し
ま
す
。
「
記
憶
は
欺
く
」

限
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

近
年
は
保
護
者
の
ご
協
力
・
教
職

員
の
ご
努
力
に
よ
り
生
徒
の
学
力
は

着
実
に
向
上
し
、
部
活
動
で
も
好
成

績
を
収
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
生
徒

の
や
る
気
・
自
身
に
繋
が
り
、
今
後

の
人
生
に
お
い
て
も
必
ず
役
立
つ
も

の
と
な
り
ま
す
。
更
な
る
協
力
・
支

援
体
制
の
強
化
に
向
け
て
、
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

と
い
う
言
葉
で
す
。
人
間
は
自
ら

自
分
を
欺
く
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ

が
偽
り
に
近
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
記
憶
に
基
づ
く
世
界
を
創

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

を
指
す
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
過
去

の
記
憶
を
想
起
し
、
伝
承
の
た
め

に
語
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と

で
「
記
憶
」
の
パ
タ
ー
ン
化
、
固

定
化
、
物
語
（
ス
ト
ー
リ
ー
）
化

が
も
た
ら
さ
れ
る
危
険
性
も
あ

る
と
い
い
ま
す
。
「
記
憶
」
は
、

個
々
人
の
「
記
憶
」
の
多
様
さ
と
、

そ
こ
で
起
き
た
こ
と
の
全
体
と

の
関
係
で
あ
り
、
各
人
が
見
た
の

は
、
自
分
の
身
の
回
り
だ
け
で
、

見
て
い
る
よ
う
で
い
て
、
見
て
お

ら
ず
、
記
憶
も
不
確
か
で
あ
っ
た

と
い
う
現
実
が
あ
る
と
い
う
の

で
す
。
物
事
に
対
す
る
向
き
合
い

方
、
味
方
に
よ
っ
て
ゆ
が
め
ら
れ

る
現
実
。
「
想
像
力
」
を
欠
い
た

「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
が
繰
り

返
さ
れ
る
現
在
、
「
記
憶
」
を
全

体
と
参
照
し
な
が
ら
、
事
実
を
事

実
と
し
て
認
識
、
修
正
す
る
覚
悟

と
勇
気
が
我
々
に
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
保
護
者

の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
は
引
き

続
き
、
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
保
護
者
の
皆
様
方
に

は
、
本
校
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
並
び
に
多
大
な
る
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
８
日
の
入
学
式
に
お
き
ま
し

て
、

名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校

124

生
徒

名
で
本
校
の
令
和
３
年
度

383

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

１
年
以
上
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
、
昨
年
度
は
様
々
な
学
校
行

事
、
各
種
大
会
等
の
中
止
・
延
期
等

に
よ
り
多
く
の
生
徒
の
活
躍
の
場
が

失
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
に
お
い

て
は
多
く
の
制
限
は
あ
り
ま
し
た

が
、
無
事
各
種
大
会
等
が
実
施
さ
れ
、

多
く
の
部
活
動
が
全
道
大
会
等
に
コ

マ
を
進
め
活
躍
で
き
た
こ
と
、
学
校

祭
も
規
模
縮
小
で
は
あ
り
ま
す
が
無

「
令
和
３
年
度
を
迎
え
」

校
長

西
川

勤
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・

月

日
（
金
）
京
極
・
喜
茂
別
支
部
総
会

4

16

・

月

倶
知
安
支
部
総
会
（
書
面
）

5

ニ
セ
コ
支
部
総
会
（
書
面
）

・
日
程
未
定

真
狩
・
留
寿
都
支
部
総
会

10

・
日
程
未
定

蘭
越
・
黒
松
内
支
部
総
会

10

北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

（
旭
川･

留
萌･

名
寄
大
会
）
報
告

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

森

禎
樹

※各レクリエーション関係は、今後の

新型コロナウイルス感染症の状況を

みて開催の有無が決定されます。

◇支部対抗レクリエーション

◇蘭越支部パークゴルフ大会

◇町Ｐ連８校親睦スポーツ大会 等

６
月

日
に
旭
川
市
に
お
い
て
開

12

催
さ
れ
た
全
道
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
（

旭
川
・
留
萌
・
名
寄
大
会
）
は
、
大
会

担
当
者
の
み
が
会
場
で
の
参
加
と
な

り
、
全
道
の
会
員
は
開
会
式
か
ら
講
演

、
分
科
会
ま
で
の
す
べ
て
を
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
映
像
配
信
で
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

基
調
講
演
は
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の

葛
西
紀
明
氏
を
講
師
に
迎
え
「
夢
は
、

努
力
で
か
な
え
る
」
の
演
題
の
も
と
、

長
く
現
役
生
活
を
続
け
て
こ
ら
れ
、
現

在
は
監
督
も
兼
任
さ
れ
て
い
る
葛
西

氏
の
様
々
な
経
験
の
中
か
ら
得
た
貴

重
な
お
話
が
聞
け
ま
し
た
。
世
界
で
ト

ッ
プ
選
手
と
し
て
戦
い
、
結
果
を
残
し

て
き
た
葛
西
氏
の
言
葉
に
は
説
得
力

が
あ
り
、
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
と

夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
努

力
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

大
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ラ

イ
ブ
映
像
配
信
で
あ
っ
た
為
、
会
員
相

互
の
懇
親
を
深
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
映
像
に
つ
い
て
は
一

定
期
間
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
を
行
う

の
で
、
会
員
の
皆
様
が
視
聴
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
多
く
の
皆
様
に

ご
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和

年
3

・

月

日
（
火
）
第

回
役
員
会

4

13

1

・

月

日
（
水
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

4

28

・

月

日
（
土
）
北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

6

12

第

回
大
会
（
ｗ
ｅ
ｂ
）

71

・

月

日
（
火
）
第

回
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

6

22

2

・

月

日
（
水
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
第
１
号
発
行

7

21

・

月

日
（
日
）
町
Ｐ
連
研
究
大
会
講
演
会

9

8

・

月

日
（
火
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
第
２
号
発
行

12

21

令
和

年
4

・

月

日
（
木
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
第
３
号
発
行

3

24

・

月

日
（
金
）
ニ
セ
コ
支
部
教
育
懇
談
会

8

20

・

月
上
旬
開
催

倶
知
安
支
部
教
育
懇
談
会

9
・

月

日
（
月
）
蘭
越
支
部
教
育
懇
談
会

9

13

・

月
中
開
催

京
極
・
喜
茂
別
支
部
教
育
懇
談
会

9
・

月
中
開
催

真
狩
・
留
寿
都
支
部
教
育
懇
談
会

9

令
和
３
年
度
本
部
役
員

４
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
に
お
い
て
、
左
記
の
通
り
役

員
の
改
選
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

顧

問

小

澤

修

会

長

森

禎

樹

副
会
長

長

田

雄

樹

〃

野

上

貴

弘

〃

岩

田

正

敏

〃

伊

藤

良

子

〃

西

川

勤

監

事

赤

木

洋

一

〃

福

岡

直

樹

理

事

柿

崎

慎

二

〃

大

元

真

〃

淵

野

伸

隆

〃

須

永

憲

治

〃

藤

岡

祐

介

事
務
局
長

髙

橋

康

事
務
局

渡

部

洋

也

〃

児

玉

春

彦

〃

渋

井

美
和
子

〃

横

堀

晃

〃

大

山

天

〃

寺

下

水

樹
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◆鎌田 祐一 教頭

前 任 校：壮瞥高校

教 科：理科

◆柴崎 真弓 事務長

前 任 校：旭川東高校

◆別段 寛道 先生

着

任

者

紹

介

今
年
度
、
７
名
の
教
職
員
が
本
校
に
着
任

し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
髙
橋

康

教
頭

こ
う

前
任
校
：
函
館
中
部
高
校
【
定
時
】

教

科
：
英
語

◆
松
井

淳
一

教
諭

前
任
校
：
釧
路
明
輝
高
校

教

科
：
数
学

年

次
：
２
年
Ａ
組

副
担
任

部
活
動
：
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部･

放
送
局

◆
大
山

天
天

教
諭

て
ん

◆
石
橋

洋
美

事
務
主
任

◆
矢
内

亮
亮

教
諭

◆
川
本

賀
信

教
諭

◆
藤
堂

太
陽

事
務
職
員

前
任
校
：
上
川
高
校

教

科
：
英
語

年

次
：
１
年
Ａ
組

副
担
任

部
活
動
：
サ
ッ
カ
ー
部

前
任
校
：
室
蘭
工
業
高
校

教

科
：
地
歴
公
民

年

次
：
１
年
Ｂ
組

担
任

部
活
動
：
サ
ッ
カ
ー
部

教

科
：
保
健
体
育

年

次
：
２
年
Ｃ
組

副
担
任

部
活
動
：
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

前
任
校
：
蘭
越
高
校

倶高祭の様子

前
任
校
：
有
朋
高
校

第 71 回 倶高祭

2021.7.9
翔
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